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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

語り「ブンナよ　木からおりてこい」
作者　水上勉の思い「命は続く」
が大人にも子どもにも届く語りと音
楽のひとときをお楽しみください。

と　き　１１月３日㈰昼２時～３時半
ところ　公民館　地下ホール
連絡先	 国立　語りを楽しむ会／
	 川口（５７５）９６７９

第５２回　せいか会展 	
（草月流いけ花と絵画）

場に創ける華、造形の大小、幅広い絵
画、カタンの遺作などを加えて織りなす
コラボレーションの世界をご紹介！
と　き　１１月２日㈯～５日㈫
	 朝１０時～夕５時
ところ　art スペースせいか
	 （国立市北１―１１―４）
連絡先　せいか会／
	 大作（５７２）２３８３

第４３回　国立市書道展
当連盟が市内の書道愛好家に呼び

かけて公募した書道展を開催しま
す。終了後、入賞作品を市内の商店
に無料貸し出しします。
と　き　１０月１２日㈯朝１０時～夕６時
	 １０月１３日㈰朝１０時～夕４時
ところ　福祉会館
連絡先　国立市書道連盟／
	 松岡（５７２）１６９３
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１０月１２日（土）～１３日（日）、１１月２日（土）～１２月８日（日）

―　第58回　くにたち市民文化祭のご案内　―

文化 ・芸術のコラボレーション
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

大正琴と尺八の演奏

大正琴と尺八の和楽器による演奏
です。皆さんご存じの童謡、唱歌、
歌謡曲などを演奏します。
と　き	 １１月１０日㈰
	 昼２時～２時４５分
ところ	 公民館　１階ロビー
連絡先	 和奏の会／藤木（５７５）６８３４

合同いけ花展

楽しく、見ごたえのある作品展です。
１０日（日）昼１時～１階市民交流ロビーで、尺八と共演し、いけ花のデモンスト
レーションも行います。
と　き	 １１月９日㈯朝１０時～夕５時／１０日㈰朝１０時～夕４時半
ところ	 公民館　３階
主催	 実行委員会による共同企画
連絡先	 早坂（５７７）２０３４
★�スピーチ発表とコンサートの共同発表会！�
� 合同いけ花会によるデモンストレーションも行います★　おはなし会と本の展示

昔ばなしなどを語るおはなし会と
おはなしの本や絵本、児童書の展示
をします。小さい子から大人の方ま
で、どうぞお楽しみください。
と　き	 １１月９日㈯昼１時～夕４時
	 おはなし会１時半～／２時半～
ところ	 公民館　３階和室
連絡先	 がまどんさるどん／
	 野田（５７４）２０１０

曙光　ライブコンサート

中国帰国者グループによるコンサート
です。サックス、エレキギターと歌で中
国と日本の音楽を演奏します。
と　き	 １１月９日㈯昼１時～
ところ	 公民館　地下ホール
連絡先	 曙光／
	 佐久間 ０９０（９８２６）７５５９

第１６回日本語学習者によるスピーチの会

公民館で日本語を学ぶ人たちの日本
語によるスピーチと、集まった皆さん
との楽しいおしゃべりなど国際交流の
場です。
と　き	 １１月９日㈯昼１時～
ところ	 公民館　地下ホール
連絡先	 KUNIFA日本語サポート／
	 和泉 ０９０（７９４３）４３０３

心いやすオカリナ演奏会

小さくて可愛いオカリナ…懐かしく
優しさあふれるメロディ…午後のひと
ときに、ぜひ聴いてください。
と　き	 １１月１０日㈰昼２時～
ところ	 公民館　地下ホール
連絡先	 オカリーナくにたち／
	 平石（５７７）１０１２

童謡を歌う会“赤とんぼ”

童謡を中心に、ラジオ歌謡、クラシ
ック、旬な歌など幅広く歌います。
と　き	 １１月１０日㈰昼３時～
ところ	 公民館　地下ホール
連絡先	 赤とんぼ／平本（５７７）４５６７

手のひらサイズの和紙人形展

日本古来の和紙の魅力を生かした
人形を展示します。１４日㈭と１５日㈮
は、製作過程が見学できます。
と　き	 １１月１４日㈭～１６日㈯
	 朝１０時～夕４時
ところ	 公民館　３階講座室
連絡先	 彩人形／井上（５７５）０２３６

私の国のおかあさん

一橋大学で法律の勉強をしているパ
トリシアさんのお母さんを通してオー
ストラリアの女性像を知る機会を企画
しました。
と　き	 １１月１６日㈯昼１時半～４時
ところ	 公民館　３階講座室
連絡先	 ホストファミリー・くにたち	
	 ／山崎（５７４）４０５２

フルート　アンサンブル　コンサート

フルート、アルトフルート、バス
フルート１１人で、音の響きの美しさ
を求めて演奏します。
と　き	 １１月１０日㈰夕４時～５時
ところ	 公民館　地下ホール
連絡先	 桜音の会／西村（５７６）１５７０

構成吟詠「学園都市国立」

青雲の志を持つ青少年を育成する
ために学園都市として生まれた国立
市の成り立ちを吟詠で綴ります。
と　き	 １１月１６日㈯昼１時半～３時半
ところ	 公民館　地下ホール
連絡先	 国立吟詠連盟／
	 佐野（５７５）６５１８

都山流　尺八本曲演奏会

尺八は、日本古来の伝統和楽器です。その音色は
優しく、激しく、切なく、人の心に響きます。
と　き	 １１月１６日㈯昼２時～夕４時
ところ	 公民館　１階ロビー
連絡先	 都山流和風会／藤木（５７５）６８３４

ヘルマンハープ　コンサート

ドイツの小型ハープで、「星に願いを」、「エデンの東」
など映画音楽や皆さんと歌える曲を演奏します。
と　き	 １１月１６日㈯朝１１時～
ところ	 公民館　１階ロビー
連絡先	 アンサンブルりんのね／井原 ０８０（５５２７）３０９８

１１月９日（土）～１０日（日）

１１月１４日（木）～１６日（土）

★やさしい音色と歌声のコラボレーション★

★和紙人形展の会場で留学生トークを★

★いけ花と外国の方との交流や尺八とのコラボレーション★



(3) 第 号 く に た ち 公 民 館 だ よ り 年（平成 年）644 2013 25 1010月５日

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

第３４回　北文化祭
と　き　	１１月９日㈯、１０日㈰	

朝９時半～
ところ　北福祉館
作品展、古本市、花市、リサイク
ルバザー、やじ北横丁（模擬店）
問合先　高橋（５７７）４０２３

市民茶会

茶席で楽しいひとときを、豊かに広がる伝統文化の美しい世界を、みなさ
まに味わっていただきます。
と　き	 １１月２３日㈯朝１０時～昼３時　　　ところ　公民館　３階
主　催	 実行委員会による共同企画
連絡先	 佐伯（５７５）２６３１

伝統文化映画会　同時上映！

茶席をお待ちの間、伝統文化に関連した短編映画６本を
上映します。詳細は、「公民館だより」１１月号で紹介します。

着物を通して私たちができる事

着物が好きな仲間が集まって着物ショーを開催します。
今年の被災地ボランティア活動も報告します。
と　き	 １１月２３日㈯昼２時～３時半
ところ	 公民館　地下ホール
連絡先	 着付けサークルかのこ／古閑 ０９０（８４７９）３２４１

市民総合美術展

市民自由参加の展覧会です。はじめての方も歓迎します（無料・無審査）
と　き	 １１月２６日㈫～１２月１日㈰朝１０時～夕５時（最終日は夕４時）
ところ	 公民館　ロビー：写真、地下ホール：絵画、
	 　　　　講座室／集会室：工芸・書・拓本
出品受付　１０月２６日㈯～２７日㈰朝１０時～夕５時
	 　公民館　３階小集会室
作品搬入　１１月２３日㈯昼３時半～夜７時、　１１月２４日㈰朝９時～１２時
	 　公民館　３階中集会室
主　催　　実行委員会による共同企画
連絡先　小崎（５７５）３０８２

夢を運ぶ歌声をあなたへ

若手オペラ歌手によるミニコンサ
ート♪　歌や音楽がお好きな方、ぜ
ひ、お越しください。
と　き	 １１月１７日㈰昼３時～４時
ところ	 公民館　地下ホール
連絡先	 ＠びゅ～ん／
	 山内 ０８０（３２１６）１３０５

三世代コーラス

「銀座カンカン娘」や「おまつり」
など威勢のいい歌を楽しく歌います。
と　き	 １１月１７日㈰昼２時～
ところ	 公民館　地下ホール
連絡先	 心遊会コーラス　ハーモニー
　	ハートボイス＆ママの森幼稚園ママ
＆キッズ／松田（５７２）５３６１

第１４回　国際茶会

香道、茶道、台湾茶席とお茶にまつ
わる文化のコラボレーションを、お楽
しみください。
と　き	 １１月１７日㈰朝１０時～昼３時
ところ	 福祉会館
連絡先	 	地域国際交流―まほうのラン

プ―／新井（５７２）９７８６

民族衣装体験

外国の方は和服を、日本の方は外国
の民族衣装を体験。民族衣装を通して
国際交流を広げましょう！
※事前申し込みが必要です。
と　き	 １１月１７日㈰朝１１時～昼３時
ところ	 公民館　３階
連絡先	 国立国際交流会／
	 木下（５７５）６２９０

第４０回くにたち絵画グループ展

風景・静物・人物等を油彩、水彩、
パステル等で描いた作品を出品しま
す。ぜひご覧ください。
と　き	 	１１月１７日㈰～２４日㈰朝１０時～

夕５時（初日は昼１時～、最
終日は夕４時まで）

ところ	 公民館　１階ロビー
連絡先	 くにたち絵画グループ／
	 浜田（５７６）２３７７

文学の朗読会

言葉を大切にしながら朗読を楽しん
でいます。今回は２日とも、「山椒
魚」（井伏鱒二）と「蜘蛛の糸」（芥川
龍之介）を朗読します。
と　き　	１１月３０日㈯、１２月１日㈰	

ともに昼３時１５分～３時４５分
ところ　公民館　３階講座室
連絡先　ワニの会／加藤（５７５）９５３８

第７５回国立市民謡連盟　秋季大会

民謡は心のふるさと。大きな声で唄
って、ストレスを解消し明日への活力
を蓄えます。
と　き　１２月１日㈰朝１０時～
ところ　福祉会館
連絡先　国立市民謡連盟／
	 鳴海（５７５）１００９

長唄演奏会

歌舞伎や舞踊のＢＧＭとしてできた
三味線音楽の長唄を囃子入りで演奏し
ます。「末広狩」ほか。
と　き　１２月８日㈰昼１２時１５分～
ところ　中地域防災センター
連絡先　くにたち長唄同好会／
	 大野（５７２）４００２

１１月１７日（日）～２４日（日）

１１月２６日（火）～１２月８日（日）

★世代を越えて歌いましょう★

★�美術展の会場で�
� 日本文学の朗読会★

着物ショーの
前にお茶はい
かがですか？
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個人的・集団的力量を発達させる権利である。

鰹をたれに漬け込み、寿司飯と合わせて食べる鰹の手こ
ね寿司を作ります。
この他に豆腐の味噌汁、茄子の田舎煮、ほうれん草のお
浸し、かぼちゃの茶巾を作る予定です。
４～５人のグループで作業を分担して行
います。

講　師　北川　みどり（管理栄養士）

と　き　１０月２６日（土）朝１０時～昼１時
ところ　福祉会館　３階料理講習室
定　員　２０名（先着順）　費用　一人８００円（材料費）

１０月２３日（水）までに公民館の窓口でお支払い下さい
（受付：月曜日以外の朝９時～夕５時）。講座当日にお
支払いはできません。食材購入後のキャンセルは払い
戻しできません。

持ち物　エプロン、三角巾（タオル、バンダナ可）、筆記
用具、ポリ袋（ゴミ持ち帰り用）

申込先　１０月９日（水）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

講　師　野口　勲（野口種苗研究所代表）

食べ物の源のひとつ、植物の種。種苗店の野口勲さんは
現在の種をめぐる状況に警鐘を鳴らしています。
もともと種は、芽を出し、花を咲かせ、また種を作ると

いうサイクルを繰り返しながら、その土地に合った強いも
のに変わっていきます（＝固定種）。ところが近年、市場
に出る野菜の種の多くは、一世代でも上手く育つ種、形の
揃った野菜ができる売れる種を人為的に交配させたもので
す（＝Ｆ１種）。背景には企業による種ビジネスがありま
す。
その土地に適応していく種の能力や、固定種やＦ１種が

食に与える影響など、野口さんのお話を聞いてこれからの
農業と私たちの食について一緒に考えていきましょう。

と　き　１０月１９日（土）昼２時～５時
ところ　公民館　地下ホール　　定員　５０名（先着順）
申込先　公民館☎（５７２）５１４１

監督・脚本　木下恵介　　原作　壺井栄
出演　高峰秀子、月丘夢路、小林トシ子、井川邦子、田村

高廣、笠智衆、浦辺粂子、夏川静江、清川虹子、浪
花千栄子ほか　

小豆島の分校に赴任した女教師・大石久子と１２人の教え
子たちの１８年に及ぶ交流を描いた壺井栄の同名小説を木下
恵介監督が映画化。小豆島の美しい自然が醸し出す抒情性
と、戦争という時代の波に翻弄されながらも健気に生きて
いく人々のひたむきな姿が深い感動を呼ぶ、日本映画屈指
の名作。子どもたちの演技の素晴らしさ！　大石先生を演
じた高峰秀子の名演！　その美しさ！

と　き　１０月２７日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。いよいよ秋の市民文化祭が間近になってきました。

文化祭シーズンを前にして、公民館を「自分たちでキレイ
にしよう！」との声を利用者の方からいただきました。７
月には約２０人の市民と職員が、塗装のはげた展示用パネル
などにペンキを塗り、一部の備品がキレイになっています。
今回はその第２弾！　文化祭を盛り上げ、これからも気
持ちよく公民館を利用できるようにするために、多くの方
のご協力をお待ちしています。

呼び掛け　第５８回くにたち市民文化祭実行委員会
公民館利用者連絡会
くにたち地域外国人のための防災連絡会

と　き　１０月１４日（月・祝）昼１時～４時頃
集　合　公民館　１階市民交流ロビー
持ち物　軍手
※汚れてもよい服装でご参加ください。　
※ペンキは、においの少ない水性を使います。

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉

松竹　　１９５４年　白黒　１５５分

『二十四の瞳』
〈男性の料理教室〉

鰹
かつお

の手こね寿司
―漁師が生んだ伊勢志摩の郷土料理―

〈食の安全と安心を考えるシリーズ２〉

タネが危ない！

展示用パネルにペンキを塗りながらワイワイと…。

 
ペンキ塗り・大掃除をして、

公民館をキレイにしよう！

第２弾
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

これまで仕事一辺倒になりが
ちだった男性にも、育児や介護
を担ったり、自己実現のために
生活を大事にしたり、そんな
「ワーク・ライフ・バランス」
の実現が求められています。し
かし、現実は長時間労働や業務
上の責任などで仕事と生活の両
立は困難な場合が多く、「ワー
ク・ライフ・バランス」の実現
に向けた家族や社会の抱える課
題はいまだ山積しています。
既婚者も独身者も、男性も女
性も、自分らしく生きていくた
めに、参加者の視点から働き方
や生き方を考えていく講座で
す。忙しい毎日かもしれません
が、一度立ち止まって一緒に考
えてみませんか。お気軽にご参
加ください。

講　師　西垣　通（東京経済大学）

インターネットの普及以来、私たちの生活は便利になる
一方、サイバー攻撃や無責任な情報により、情報社会を生
き抜く難しさも感じています。
ネット上に出現する一般の人々の多様な知の集積（集合
知）は、いかなる可能性を持ち、社会をどのように変えよ
うとしているのか。情報社会の拓く近未来について、一緒
に考えてみたいと思います。
〈西垣さんの本〉『集合知とは何か』（中公新書）、『生命と
機械をつなぐ知―基礎情報学入門―』（高陵社書店）ほか

と　き　１０月３０日（水）夜７時～９時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　５０名（当日先着順）
＊ご自由においでください。

多摩川の河川敷やハケ沿いを歩きながら、秋に見られる
シギやチドリの仲間を中心に観察します。
また、一昨年の講座参加者有志とともに、毎月１回調査

を行ってきた結果の報告なども紹介します。

講　師　相馬　尚教	
	 （府中市郷土の森博物館　自然観察指導員）

と　き　１０月１９日（土）朝９時～１１時ごろ
ところ　多摩川河川敷、ハケ沿いなど
集　合　立川バス「国立操車場」バス停
解　散　ハケ周辺
持ち物　筆記用具、お持ちの方は野鳥図鑑、双眼鏡等
定　員　２５名（先着順）　
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊少雨実施。雨天の場合は郷土文化館で映像を見ながら、
お話を聞きます。

と　き　全７回、いずれも土曜日・朝１０時～１２時
	 ＊１回のみの参加もできます。
ところ　公民館　３階集会室
定　員　６０歳ぐらいまでの方　３０名（先着順）
申込先　１０月８日（火）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

保　育　子ども定員１５名。講座と同時申込み（保育は市内
在住で原則全回参加の方のみ）。１０月２６日（土）
朝１０時から保育室オリエンテーションを行いま
す。おやつ代１７５円（７回分）をお持ちください。

回 月日 テーマ ゲスト

１ １１月２日
ワーク・ライフ・バランス時代の

キャリアデザイン
―「働くこと」を人生から見直す―

児
こ

美
み

川
かわ

孝一郎
（法政大学

キャリアデザイン学部）

２ １１月１６日
働き方革命を起こす！

―半径５ｍを変える生き方へ―

今
いまきゅうれい

給黎辰
たつ お

郎
（認定ＮＰＯ法人
フローレンス）

３ １２月７日
ワークライフバランス・カフェ
―問題発見への対話―

池
いけ

谷
がや

美
み

衣
え

子
こ

（筑波大学）
／冨永貴

たか

公
ひろ

（東海大学等講師）

４ １２月２１日
仕事・職場を見つめ直す

―アクション・ラーニングの実践―
堀本麻由子（東海大学）

／冨永貴
たか

公
ひろ

５ １月１１日
これが僕らの生きる道？

―それぞれのオモイと選択―
昨年度の講座受講者・数名

／冨永貴
たか

公
ひろ

６ １月２５日
男子会／女子会

―今日は好き勝手に
言わせていただきます―

冨永貴
たか

公
ひろ

／堀本麻由子
／池
いけ

谷
がや

美
み

衣
え

子
こ

７ ２月８日
ワーク・ライフ変革に
向けてできること

―男性のライフキャリア講座―

ワーク・ライフ・バランスの生き方デザイン

女性も参加可、
保育付です！

〈図書室のつどい〉

ネットの知は
信頼できるのか？

くにたち野鳥観察団
― 秋の多摩川とハケ周辺 ―
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ブッククラブでは作品を読んで参加者が感想を出し合
い、講師のお話を聞いて読みを深めていきます。今年度は
「時空をこえる言葉」というテーマで、時代をこえ、日常
をこえた世界を描いた作品を取り上げています。
１０月の作品は、書くこと、愛することで激動の時代を必
死に生きた作家・林芙美子の人生を、桐野夏生が渾身の筆
で描いた話題作を取り上げます。
どうぞご参加ください。

講　師　佐藤　泉（青山学院大学・日本近代文学）

と　き　１０月１０日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊次回は１１月１４日（木）黒井千次『高く手を振る日』（新
潮文庫）です。

外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

がより住
す

みやすい地
ち

域
いき

になるよう、一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

え交
こう

流
りゅう

する場
ば

です。「生
せい

活
かつ

の情
じょう

報
ほう

が知
し

りたい」、「日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で困
こま

っていることを相
そう

談
だん

したい」、「日
に

本
ほん

語
ご

でたくさん会
かい

話
わ

がしたい」という方
かた

はぜひおこしください。
と　き　１０月

がつ

２２日
にち

（火
かようび

）午
ご

後
ご

３時
じ

～４時
じ

半
はん

（基
き

本
ほん

的
てき

に月
つき

に２回
かい

、第
だい

１・３火
か

曜
よう

日
び

）
ところ　公

こう

民
みん

館
かん

講
こう

座
ざ

室
しつ

　☎（５７２）５１４１
※日本人のボランティアも募集中です。詳しくは公民館ま
でお問合せください。

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びます。日
に

本
ほん

語
ご

のレベルに合
あ

わ
せて勉

べん

強
きょう

ができます。小
ちい

さな子
こ

どものいる方
かた

は、子
こ

どもを
あずけて勉

べん

強
きょう

ができます（市
し

内
ない

に住
す

んでいる方
かた

）。くわし
いことは公

こう

民
みん

館
かん

までお問
とい

合
あわ

せください。

コース 曜
よう

日
び

・時
じ

間
かん

対
たい

象
しょう

入
にゅう

　門
もん 火

か

曜
よう

日
び

と木
もく

曜
よう

日
び

朝
あさ

１０時
じ

～１１時
じ

半
はん これから勉

べん

強
きょう

をはじめる方
かた

初
しょ

級
きゅう

Ⅰ
水
すい

曜
よう

日
び

朝
あさ

１０時
じ

～１１時
じ

半
はん ひらがなの読

よ

み書
か

きができる方
かた

初
しょ

級
きゅう

Ⅱ
火
か

曜
よう

日
び

と木
もく

曜
よう

日
び

朝
あさ

１０時
じ

～１１時
じ

半
はん 日

に

本
ほん

語
ご

で簡
かん

単
たん

な会
かい

話
わ

ができる方
かた

会
かい

　話
わ 水

すい

曜
よう

日
び

朝
あさ

１０時
じ

～１１時
じ

半
はん 日

にち

常
じょう

会
かい

話
わ

を学
まな

びたい方
かた

夜
よる

の部
ぶ

会
かい

　話
わ

火
か

曜
よう

日
び

夜
よる

６時
じ

半
はん

～８時
じ

日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

を学
まな

びたい方
かた

、午
ご

前
ぜん

の講
こう

座
ざ

に来
こ

られない方
かた

※各
かく

曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

の講
こう

座
ざ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

と土
ど

曜
よう

日
び

の１０時
じ

から、ボラン
ティアによる会

かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

のサポートがあります。
場
ば

　所
しょ

　公
こう

民
みん

館
かん

　定
てい

員
いん

　各
かく

コースとも１５人
にん

くらい
費
ひ

　用
よう

　テキスト代
だい

　２，５００円
えん

くらい
申
もうしこみさき

込先　公
こう

民
みん

館
かん

２階
かい

窓
まど

口
ぐち

で申
もう

し込
こ

んでください。
問
といあわせさき

合先　公
こう

民
みん

館
かん

☎（５７２）５１４１

最近の山ブームに乗り遅れた方、山の知識がない、山の
装備がわからない、山仲間がいない、そんな人の山のきっ
かけになり初心者でも山で楽しみを見つけられる部を目指
します。目標は山頂でおいしい料理を作ってみんなで食べ
ること。至福の時を一緒に味わい楽しみましょう。皆さん
の参加をお待ちしています。

＊数年前から活動している青年室の活動
のひとつです。

一回目　１０月２７日（日）夕３時～５時
登山準備会（登山計画、メニュー、持ち物など
についての話し合い）

二回目　１１月２４日（日）終日（予定）
	 秋山登山
＊詳細の内容は一回目でみなさんと決めていきます。
ところ　公民館　１階青年室　＊２回目は屋外
対　象　原則として３０歳代までの方
定　員　１０名
申込先　公民館☎（５７２）５１４１

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

こ
の
講
座
で
は
、
子
育
て
中
の
女
性

も
公
民
館
保
育
室
に
子
ど
も
を
あ
ず
け
、

「
母
親
」
や
「
妻
」
と
し
て
の
自
分
で

は
な
く
、
ひ
と
り
の
大
人
と
し
て
考
え

る
時
間
を
持
つ
こ
と
を
大
切
に
し
て
き

ま
し
た
。

女
性
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
、

仕
事
・
結
婚
・
出
産
・
介
護
な
ど
、
自

分
の
生
き
か
た
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
場

面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
選
択
肢
の

中
か
ら
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
出

せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

参
加
者
が
お
か
れ
て
い
る
立
場
や
こ

れ
ま
で
の
経
験
は
違
う
た
め
、
講
座
は

そ
の
答
え
自
体
を
見
つ
け
出
す
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
講
師
の
お
話
を
聞
き
、

参
加
者
ど
う
し
で
経
験
や
考
え
を
話
し

合
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
を
し
て

き
た
方
た
ち
と
の
出
会
い
か
ら
、
将
来

に
向
か
っ
て
漠
然
と
抱
い
て
い
る
不
安

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
な
り
の
答
え

を
探
し
ま
し
た
。

講
座
は
５
月
か
ら
７
月
ま
で
全
１０
回

で
実
施
し
ま
し
た
が
、
９
月
か
ら
講
座

終
了
後
の
延
長
戦
（
自
主
活
動
）
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
関
連
の
公
開
講
座
も
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・Ｋ
）

「
女
性
の
生
き
か
た
を
考
え
る
講
座
」

公
民
館
の
窓

〈くにたちブッククラブ　時空をこえる言葉〉 〈外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

へ〉

〈外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

へ〉

桐野夏生『ナニカアル』 生
せい

活
かつ

のための日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

はじまっています！

にほんごおしゃべりサロンで

友
とも

だちをつくりませんか？

（新潮文庫）

「目指せ、山料理！」
初心者　登山部　参加者募集

 

＜青年講座＞
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

（８ページにもあります）

く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
３５
回
定
期
演
奏
会
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク

序
曲『
謝
肉
祭
』、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
ピ
ア
ノ
野
田
清

隆
。
シ
ベ
リ
ウ
ス
交
響
曲
第
５
番
指
揮

佐
々
木
新
平
。
前
売
８００
円
当
日
千
円

日
時　

１０
月
１３
日
㈰
昼
２
時
開
演

場
所　

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
大
ホ
ー
ル

連
絡
先　

事
務
局
０８０
（
５４４５
）
９
２
９
２

第
１０
回
さ
わ
や
か
水
彩
画
展

絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
な
人
た
ち

が
、
自
由
に
の
び
の
び
と
絵
を
楽
し
ん

で
い
る
彩さ

い

の
会
で
す
。
作
品
展
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

１０
月
３１
日
㈭
～
１１
月
５
日
㈫　

　
　
　

朝
１０
時
～
４
時
３０
分

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

連
絡
先　

宮み
や

一い
ち

（
５３６
）
０
４
４
９

水
泳
「
と
び
う
お
」
会
員
募
集

女
性
の
皆
さ
ん
！　

美
容
と
健
康
の

た
め
楽
し
く
一
緒
に
泳
い
で
み
ま
せ
ん

か
。
優
秀
な
コ
ー
チ
の
指
導
の
も
と
初

級
・
中
級
・
上
級
に
分
か
れ
て
泳
い
で

い
ま
す
。
女
性
の
み
。
体
験
可（
無
料
）

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
１２
時
～
２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

横
田
（
５７１
）
６
６
８
８

水
泳
ク
ラ
ブ「
か
る
が
も
」会
員
募
集

生
涯
青
春
を
目
指
し
て
健
康
管
理
を

し
な
が
ら
水
泳
を
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
泳
力
別
に

公
認
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

年
齢
・
性
別
問
い
ま
せ
ん
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
２
時
～
４
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

榎
本
（
５７５
）
５
１
８
１

「
国
立
水
泳
会
」
会
員
募
集

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
水
泳
で
健
康
づ
く

り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
公
認
コ
ー
チ
の

指
導
の
も
と
、
初
心
者
か
ら
競
泳
志
向

の
方
ま
で
快
適
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

年
齢
・
性
別
不
問
。
体
験
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

夜
７
時
～
９
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

山
田
（
５７３
）
５
０
１
３

水
泳
会
員
募
集　

か
も
め
ク
ラ
ブ

運
動
不
足
の
方
、
水
泳
で
健
康
な
身

体
づ
く
り
始
め
ま
せ
ん
か
。
泳
力
別
に

コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
、
快
適
な
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
可
。
地

下
１
階
に
て
見
学
で
き
、
体
験
可
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

菅
野
（
５７４
）
８
６
７
７

写
真
展　

く
に
た
ち
写
遊
会　

写
遊
会
は
毎
月
撮
影
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
折
の
写
真
お
よ
び
選
り
す

ぐ
っ
た
写
真
を
一
週
間
展
示
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
会
員
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

１０
月
８
日
㈫
～
１５
日
㈫

場
所　

公
民
館　

１
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

末
永
（
５７７
）
３
４
４
０

葉
書
絵　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展

北
イ
ン
ド
の
恵
ま
れ
ぬ
子
供
達
へ
の

文
具
支
援
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
北

イ
ン
ド
児
童
文
具
支
援
グ
ル
ー
プ
で
す
。

こ
の
度
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
を
行
い
ま
す

の
で
ご
高
覧
、
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

日
時　

１０
月
９
～
１９
日
朝
１１
時
～
７
時

場
所　

旭
通
り
喫
茶
店
「
無
伴
奏
」

連
絡
先　

榎
本
（
５７１
）
０
３
８
５

夕焼け小焼け・・・

撮影　末永晧さん（富士見台）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
へ
の
お
誘
い

「
ダ
ン
ス
メ
イ
ト
」
で
社
交
ダ
ン
ス

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
プ
ロ
Ａ
級
の
女

性
講
師
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
で
和
気
相

合
と
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。
自
主
練

習
も
あ
り
見
学
は
い
つ
で
も
歓
迎
で
す
。

日
時　

月
３
回
金
曜
夜
７
時
～
８
時
半

場
所　

福
祉
会
館　

４
階
ホ
ー
ル

連
絡
先　

伊
東
（
５７５
）
７
２
３
１

一い
ち
美び

会　

会
員
募
集

鳴
子
を
手
に
ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
踊
る
「
ロ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
」
の

チ
ー
ム
で
す
。
各
地
の
よ
さ
こ
い
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
で
演
舞
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
緒
に
踊
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

土
曜
か
日
曜　

２
時
間

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル
ほ
か

連
絡
先　

大
空
０８０
（
１２０２
）
１
１
０
３

気
功
・
太
極
拳
「
宙そ
ら

の
卵た
ま
ご

」
募
集

調
身
・
調
息
・
調
心
。
型
を
学
ぶ
こ

と
で
、
滞
り
な
く
流
れ
廻
る
体
、
呼
吸
、

気
持
ち
を
育
て
ま
す
。
健
康
、
美
し
さ
、

強
さ
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
す
べ

て
の
生
物
と
交
流
し
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
毎
週
火
、
土
曜
朝
１０
時
～
１１
時
半

場
所　

東
福
祉
館　

集
会
室

連
絡
先　

齋さ
い

田だ

（
５７６
）
０
３
１
６

文
学
座
公
演
「
く
に
子
」
の
お
誘
い

向
田
邦
子
の
生
い
立
ち
、
お
か
し
く

て
や
が
て
哀
し
い
物
語
の
母
の
物
語
。

演
劇
鑑
賞
会「
三
多
摩
演
劇
を
み
る
会
」

１０
月
例
会
で
す
。
詳
し
く
は
国
立
グ
ル

ー
プ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

１０
月
２８
日
㈪
夜
６
時
半
～

場
所　

昭
島
市
民
会
館

連
絡
先　

長
谷
川
（
５７５
）
２
０
０
６

９
月
１０
日
（
火
）
第
２９
期
第
１１
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１５
名
、
館
長
、
職

員
２
名
が
出
席
。

前
回
の
議
事
録
確
認

議
題

○
諮
問
『
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら

れ
る
公
民
館
の
事
業
』
に
つ
い
て
。

前
回
に
引
き
続
き
答
申
の
作
成
に
む

け
て
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。
前
回

申
し
合
わ
せ
た
今
後
公
民
館
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
７
名
の
委
員

か
ら
提
出
が
あ
っ
た
。
各
提
出
委
員
か

ら
提
案
理
由
等
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明

が
な
さ
れ
、
ま
た
他
の
委
員
か
ら
の
新

た
な
課
題
の
提
出
も
あ
り
、
結
果
多
く

の
課
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
し
、
優

先
順
位
を
つ
け
て
ま
と
め
る
こ
と
と
し

た
。
今
回
提
案
さ
れ
た
課
題
の
整
理
に

つ
い
て
は
、
間
瀬
委
員
に
委
任
さ
れ
た
。

報
告
事
項

○
前
月
の
図
書
室
月
報
に
つ
い
て

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
委
員
会

今
月
の
公
民
館
だ
よ
り
は
、
全
体
に

見
出
し
が
効
果
的
に
使
わ
れ
、
目
を
引

い
た
。
１
、
２
ペ
ー
ジ
の
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
青
年
教
室
の
文
章
は
若
い
感
性
が

雰
囲
気
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会　

２０
期
第
４
回
定
例
会
は
８
月
２０
日

（
火
）
に
開
催
。
次
回
よ
り
子
ど
も
た

ち
の
現
状
を
知
る
た
め
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
な
う
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

委
員
部
会
第
１
回
研
修
会
が
、
８
月

２４
日
（
土
）
西
東
京
市
で
開
か
れ
た
。

次
回
は
１０
月
８
日
（
火
）
午
後
７
時

１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。　

（
志
賀
）
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＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。
１０日（木）夜　ブッククラブ
	 「桐野夏生『ナニカアル』」
１４日（月・祝）公民館をキレイにしよう！
１６日（水）夜　平和講座
	 「平和の構築に向けて私たちが出来ること」
１９日（土）朝　くにたち野鳥観察団

「秋の多摩川とハケ周辺」
１９日（土）昼	　食の安全と安心を考えるシリーズ２	

　「タネが危ない！」
２６日（土）朝　男性の料理教室「鰹の手こね寿司」
２７日（日）昼＊Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会『二十四の瞳』
２７日（日）夕　青年講座　初心者登山部
３０日（水）夜	＊図書室のつどい	

　「ネットの知は信頼できるのか？」
１１月２日（土）朝　ワーク・ライフ・バランスの生き方

　デザイン
３日（日）昼＊市民文化祭式典・交流会

今月の公民館（10 月、11 月初）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
６
５
〉	

グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス

ｍｍ
じ
ゃ
な
く
て
ｎｎ
ね
」
と
先
生
。

続
け
て
、
ヘ
ン
デ
ル
の
『
泣
か
せ
て

く
だ
さ
い
』『
ラ
ル
ゴ
』
と
難
し
い
曲

を
丁
寧
に
練
習
す
る
。
毎
年
春
に
芸
小

ホ
ー
ル
で
開
く
発
表
会
の
候
補
曲
だ
。

休
憩
の
あ
と
後
半
は
、
１０
月
に
高
齢

者
施
設
に
慰
問
に
行
く
曲
の
練
習
に
入

っ
た
。『
チ
ム・チ
ム・チ
ェ
リ
ー
』『
う

さ
ぎ
う
さ
ぎ
』『
お
江
戸
日
本
橋
』
…

楽
し
い
曲
に
皆
、
に
こ
に
こ
顔
で
歌
う
。

「
先
生
の
指
導
で
体
で

覚
え
な
が
ら
難
し
い
曲
も

歌
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
が
楽
し
い
」「
８
月

に
入
会
し
た
ば
か
り
。
コ

ー
ラ
ス
は
初
め
て
だ
け
ど
、

つ
い
て
い
く
」
と
、
真
剣

な
練
習
の
中
に
も
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が

漂
う
。「
７
年
前
手
術
で

声
が
出
な
か
っ
た
の
が
、

練
習
を
続
け
て
い
る
う
ち

に
少
し
ず
つ
出
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
語
る
方
に
皆

が
温
か
い
眼
差
し
で
う
な
ず
く
。

各
パ
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
募
集
中
。
毎

週
水
曜
１０
時
～
１２
時
、
公
民
館
の
音
楽

室
や
地
下
ホ
ー
ル
で
練
習
。
１１
月
１３
日

㈬
に
地
下
ホ
ー
ル
で
市
民
文
化
祭
会
期

中
に
公
開
練
習
を
行
う
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

連
絡
先　

芝
野　

（
５７７
）
１
１
０
０

	

〈
文
・
写
真　

富
田
和
枝
〉

設
立
以
来
１７
年
、
メ
ン
バ
ー
は
入
れ

替
わ
り
つ
つ
、
現
在
、
９１
歳
を
筆
頭
に

２２
名
の
三
部
合
唱
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
国
立
音
楽
大
学
声
楽
科
出

身
の
ソ
プ
ラ
ノ
・
青
木
啓
子
さ
ん
の
熱

心
な
指
導
を
受
け
る
。

今
日
は
２０
人
の
出
席

で
、
ま
ず
は
ソ
プ
ラ
ノ

８
名
か
ら
「
♪
イ
イ
マ

～
」と
発
声
練
習
。「
腹

筋
と
背
筋
を
少
し
締
め

る
よ
う
に
」「
高
音
に

な
っ
た
ら
、
頭
の
後
ろ

か
ら
声
を
出
す
感
じ

で
」。
先
生
の
ひ
と
言

で
発
声
が
ぐ
っ
と
の
び

や
か
に
な
る
。
メ
ゾ
８

名
、
続
い
て
ア
ル
ト
３

名
プ
ラ
ス
男
声
１
名
が

加
わ
る
。「
マ
～
の
前

に
小
さ
く
〝
ン
〟
を
入
れ
て
、
ン
マ
～

と
歌
う
、
声
に
響
き
を
出
す
練
習
」。

ま
た
、
皆
の
発
声
が
変
わ
る
。

練
習
曲
一
つ
め
は
、
谷
川
俊
太
郎
作

詩
・
木
下
牧
子
作
曲
『
春
に
』。「
こ
の

気
持
ち
は
何
な
の
か
、
自
分
で
紙
に
書

い
て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
わ
よ
」「
♪

こ
の
気
持
ち
は
な
ん
だ
ろ
う
…
な
ん
だ

ろ
う
の
《
ん
》
は
口
を
閉
じ
な
い
で
。

ひ
ろ
ば

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

「
落
語
」
で
楽
し
も
う　

大
き
な
声
で
笑
え
ば
血
行
が
よ
く
な

り
頭
と
心
が
ス
ッ
キ
リ
‼
実
力
派
「
吉よ

し

原わ
ら

朝ち
ょ
う

馬ば

」
氏
の
話
に
引
き
込
ま
れ
明
る

い
笑
い
に
包
ま
れ
ま
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
無
料

日
時　

１１
月
９
日
㈯
昼
２
時
～
４
時

場
所　

Ｋ
Ｆ
ま
ち
か
ど
ホ
ー
ル

連
絡
先　

す
て
っ
き
（
５７６
）
３
２
０
６

中
央
大
学
学
術
講
演
会　

演
題
『
い
わ
ゆ
る
中
華
思
想
に
つ
い

て
―
現
代
中
国
の
拡
張
策
の
根
柢
に
あ

る
も
の
―
』
講
師　

宇
野
茂
彦
（
文
学

部
教
授
）　

主
催　

中
央
大
学　

共
催

　

中
央
大
学
学
員
会
国
立
支
部

日
時　

１０
月
１３
日
㈰
昼
３
時
～

場
所　

せ
き
や
ビ
ル　
７
階
ホ
ー
ル

連
絡
先　

上
田
（
５７７
）
１
５
１
３

憲
法
と
わ
た
し
た
ち
連
続
講
座
№
４１

今
回
は
憲
法
第
七
三
条
第
二
項
内
閣

の
外
交
関
係
の
処
理
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
講
師
は
市
内
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
西
川
重
則
氏
。
ど
な
た
様
も
憲
法

に
つ
い
て
学
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時　

１０
月
１１
日
㈮
夜
６
時
半
～

場
所　

公
民
館
講
座
室　

資
料
代
５００
円

連
絡
先　

同
実
行
委
（
５７４
）
９
２
１
０

国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
会

十
月
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
会
は
、
留
学
生
の
プ
ラ

ド
・
エ
ド
ム
ン
ド
さ
ん
を
お
招
き
し
て

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
文
化
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。
参
加
費
は
１００
円
で
す
。

日
時　

１０
月
１７
日
㈭
夜
６
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

芦
沢
（
５７６
）
０
４
７
４

第
１８２
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

邳ヒ

玉
玲
さ
ん
の
中
国
料
理

お
得
意
の
家
庭
料
理
を
習
い
ま
し
ょ

う
。
材
料
費
８００
円
。
ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

１０
月
２７
日
㈰
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

正
し
く
怖
が
る
講
座
・
異
常
気
象

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
猛
暑
豪
雨
、
火
山
噴

火
、
自
然
災
害
の
心
配
事
は
つ
き
ま
せ

ん
。
気
象
庁
の
方
か
ら
最
近
の
異
常
気

象
の
多
摩
地
域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
教

え
て
頂
き
ま
す
。
主
催　

防Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｏ

災
連
絡
会

日
時　

１０
月
３０
日
㈬
昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

山
崎
（
５７４
）
４
０
５
２

♪　のびやかにハーモニーが広がる～♪

（	 ）７ページに	
もあります

水
田
を
守
れ
る
か
？

	

撮
影　

人
見
宣
彦
さ
ん
（
西
）


